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自治体が抱える潜在的な課題と応急対応DXによる変革
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■市町村の応急対応の３つの課題

■応急災害対応に変革を起こすＤＸの実現

• 我が国では、広域・大規模災害が想定されており、南海トラフ巨大地震では707の基礎自治体が被災するといわれている。
• 一方で、自治体にはそれぞれの事情により能力差があることも事実であり、能力差を超えた効果的な対応が求められる。

■能力格差を生む３つの課題

経験に基づく意思決定支援
人に依存することなく、経験・実態の記録を
もとに改善された対応計画や今後の見通し
が、災害時の経験不足をフォロー

自治体相互連携
誰が見ても災害状況を把握できる機能群、
操作性を保持し、自治体の相互支援、官民
連携などを可能にし、応急対応をより迅速
かつ高度に実現

災害対応自動記録の充実化
全ての対応過程を自動的に記録し、災害後
にふりかえりでの活用や、次の災害対応時
の参照を可能とする機能を実装することで、
対応職員の負担軽減と経験の継承を実現

能力向上機会の創出
平時、災害時、訓練時のモードを稼働させ、
全国の過去災害の疑似体験によって対応
上の問題点発見やコミュニケーション、運営
のポイントをしっかり捉える



現場調整のための応急対応DX：クラウドサービスとして実装
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クラウド上で様々な
サービスと連携し、
災害対応に必要な
情報をパッケージ化

する



応急対応DX：意思決定に必要な情報を確実に把握できる
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１時間降水量 ２０２２年１０月２７日１３時４０分まで
線状降水帯 １３時４０分

１時間降水量 ２０２２年１０月２７日１３時４０分まで
線状降水帯 １３時４０分

防災計画・マニュアル



クラウド
サービス

現場を支えるクラウドサービスの画面イメージ
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現在の状況（まとめ）

① 天気
② 被害状況
③ 資源状況
④ 連絡情報
⑤ 対応事項
⑥ 計画内容
⑦ 参照法令

・・・

対応記録

地域防災計画

法令
（LINK）

当面の
対応計画

状況認識の統一

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

様式



現場調整を支える新しい機能「動的シミュレーション」
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世界標準の
対応の作法を
正しく知り学ぶ

過去災害の
知見に基づき
一手先を見る



標準的で簡易なフォーマットで記録・体系化
共通のクラウドサービス：Cloud-EOC

スマホ利用
共通DB

対応の記録化

記録の参照

シナリオ構築

体系化

業務の見直し
検証
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市町村が取り組む重要な6業務

平時から所掌のない
新しく重要な業務を
優先的に実装する
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